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論文題名：足関節捻挫後 Coperの機能及び片脚着地動作における運動学的特徴について

4念挫既往のない健常足との比較検討ー

本論文は足関節捻挫既往歴を有し慢性足関節不安定症 (CAI)へ移行していない Coperを対象

に、捻挫既往のない健常足との機能的および運動学的な違いを明らかにすることを目的した。

運動学的な違いは、片脚着地動作における着地直後から膝前十字靭帯 (ACL)受傷肢位とされ

る膝関節外反位の下肢関節変化量について 2群間の違いを比較検討した。仮説は、「Coperは

健常足よりも筋機能の低下および足関節背屈可動城制限を有し、着地動作時の屈曲変化最減

少および膝関節外反変化量は増大する」とした£

足関節捻挫後における Coper群と足関節捻挫既往のない健常群と比較し、 CAIへの進行リス

クと膝 ACL損傷リスク要因に Coperの足関節捻挫残存症状の筋機能の低下や足関節背屈可動

域制限が影響するかということを検証した。結果、 Coper群と健常群の間に足関節機能の差は

なかったが、着地動作時の股関節内転変化量と膝関節外反変化量の増大と関係があることが

示され、 CAI進行リスクと膝 ACL損傷のような急性外傷の発症リスクとなる可能性が示唆さ

れた。

今後は、 Coper群の選定基準を捻挫反復回数も含め再検討し、足関節機能だけでなく股関節

機能の違いが CAIへの進行リスクと膝 ACL損傷リスクに与える影響を検証したいく

上記の結果は膝 ACL損傷の予防に関する新知見を明らかにしており、スポーツ外傷の分野

に有用な情報を提供しており、学術上価値ある論文であることを確認した0 今後の博士後期課

程での研究につながる結果である。

本論文は本学大学院学位論文（修士）審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断し
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